
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１１９番のかけ方   

最初に電伝えること ①救急です（火事ではなくて具合が悪い） 

②患者の名前と年齢と性別 

         ③住所または居場所（近くの建物） 

状態の説明  ①返事をするか、しないか（意識） 

②息が聞こえないか、聞こえるか（呼吸） 

③手足がだらっとしているか（麻痺） 

④いつから、何がおかしいのか 

ゆっくり、大きな声で話しましょう 

救急隊の質問に落ち着いて答えましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年６月１日 

門司港腎クリニック 

院長 田中 秀欣 

緊急時の対応 

救急車 １１９番 

・意識がない(呼んでも返事がない) 
・手足が動かない 
・胸が痛い 
・シャントのケガで血が流れ出ている 

小倉記念病院を指定してください  

同時に、当院にも連絡してください。 
 

当院からの返信が遅い場合（電話のトラブル・電波が届かない） 

緊急の場合は、小倉急患センターへご連絡ください。 

電話番号  522-9999 

 

当院へ連絡 322-3551 
・発熱 
・出血 
・シャントの異常など体調不良の相談 

診療時間外は留守録の案内に従って、 

お名前・電話番号・用件を入れてください。 

折り返しお電話いたします。 



理解度テスト すなわち、何をするか答えられる 
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